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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
時
使
い
戦
記
～
学
園
と
時
を
巡
る
物
語
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
９
８
６
Ｘ

【
作
者
名
】

　
桜
花
 

未
来

【
あ
ら
す
じ
】

　
≪
時
の
力
≫
…
…
そ
れ
は
何
ら
か
の
切
っ
掛
け
で
生
ま
れ
る
謎
の
力
。
時
の

力
を
持
つ
者
は
、
≪
時
の
波
紋
≫
で
未
来
と
今
と
過
去
を
繋
ぐ
事
が
出
来
る
。

時
間
を
越
え
る
事
の
出
来
る
時
の
波
紋
を
廻
る
戦
い
が
今
、
始
ま
る
…
…
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登
場
人
物
（
前
書
き
）

こ
の
物
語
は
学
園
＋
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
＋
恋
愛
要
素
が
入
っ
て
い
ま
す
。
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登
場
人
物

・
水
野
　
恋
姫

み
ず
の

れ
ん
き

夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
１
年
生
。
争
い
や
喧
嘩
を
好
ま
な
い
。

生
ま
れ
つ
き
時
の
力
を
持
っ
て
い
る
。

・
笹
峰
　
周
人

さ
さ
み
ね

し
ゅ
う
と

夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
１
年
生
。
無
口
で
必
要
な
事
以
外
話
さ
な
い
。

生
ま
れ
つ
き
時
の
力
を
持
っ
て
い
る
。

・
笹
峰
　
芽
衣

さ
さ
み
ね

め
い

夜
桜
星
学
園
初
等
部
の
５
年
生
。
周
人
の
妹
。
周
人
を
兄
と
し
て
で
は
無
く
、

男
の
子
と
し
て
見
て
い
る
。

時
の
力
は
無
い
が
、
時
の
波
紋
の
場
所
を
探
し
出
す
事
が
出
来
る
。

・
先
野
　
星
香

さ
き
の

ほ
し
か

夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
１
年
生
。
恋
姫
の
親
友
。
周
人
の
事
が
好
き
。

５
歳
の
時
、
海
で
溺
れ
た
所
を
時
の
力
の
持
ち
主
に
助
け
ら
れ
時
の
力
を
授
か

っ
た
。

・
高
波
　
大
樹

た
か
な
み

だ
い
き

夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
２
年
生
。
生
徒
会
の
書
記
係
。

咲
菜
か
ら
時
の
力
を
授
か
っ
た
。

・
園
川
　
咲
菜

そ
の
か
わ

さ
き
な

夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
３
先
生
、
生
徒
会
長
。
時
の
力
を
授
け
る
こ
と
が
出
来

る
。

・
中
島
　
紗
由
里

な
か
じ
ま

さ
ゆ
り
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夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
１
－
１
担
任
。
時
の
波
紋
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
？

・
斉
藤
　
清
也

さ
い
と
う

せ
い
や

夜
桜
星
学
園
中
等
部
の
１
－
２
担
任
。

時
の
波
紋
の
存
在
は
知
っ
て
い
る
が
、
力
が
有
る
の
か
は
不
明
。

変
更
、
追
加
の
可
能
性
有
り
。
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世
界
観
（
前
書
き
）

こ
の
物
語
は
学
園
＋
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
＋
恋
愛
要
素
が
入
っ
て
い
ま
す
。
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世
界
観

・
夜
桜
星
学
園

よ
お
う
せ
い
が
く
え
ん

恋
姫
達
が
通
う
寮
制
の
広
い
学
園
。
初
等
部
か
ら
高
等
部
ま
で
。
規
則
は
全
く

厳
し
く
な
い
、
自
由
な
学
園
。

・
時
計
塔

と
け
い
と
う

夜
桜
星
学
園
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
。
屋
上
は
展
望
台
に
な
っ
て
い
る
。

複
雑
な
構
造
で
時
の
力
に
反
応
し
て
開
く
道
が
あ
り
、
道
な
り
に
進
む
と
時
封

儀
が
あ
る
部
屋
に
辿
り
着
く
。

・
時
の
波
紋

時
の
力
を
持
つ
者
を
未
来
や
過
去
に
飛
ば
す
力
を
持
つ
。

普
段
は
見
え
な
い
が
、
特
殊
な
時
使
い
に
は
見
え
る
。

・
時
の
力

時
の
波
紋
か
ら
生
ま
れ
た
謎
の
力
。
何
か
の
切
っ
掛
け
で
人
の
中
に
入
り
こ
ん

だ
り
、
生
ま
れ
た
り
す
る
。

・
時
使
い

時
の
力
を
持
つ
者
の
事
。
特
殊
な
力
を
持
つ
時
使
い
も
い
る
。

優
秀
な
時
使
い
は
、
物
の
時
間
を
進
め
た
り
、
戻
し
た
り
出
来
る
。

・
時
封
儀

じ
ふ
う
ぎ

夜
桜
星
学
園
の
時
計
塔
に
あ
る
時
の
波
紋
の
分
身
。
時
間
を
創
っ
た
神
が
宿
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

変
更
、
追
加
の
可
能
性
有
り
。
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第
１
話
　
黒
い
石
（
前
書
き
）

こ
の
物
語
は
学
園
＋
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
＋
恋
愛
要
素
が
入
っ
て
い
ま
す
。

１
－
１
話
　
学
園
５
０
％
 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
３
０
％
 

恋
愛
２
０
％
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第
１
話
　
黒
い
石

ヒ
ュ
ウ
ゥ
ゥ
…
…

春
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
２
つ
の
人
影
。
寒
い
風
が
頬
に
当
た
る
。

「
こ
こ
か
ら
全
て
が
始
ま
る
の
ね
…
…
」

女
性
の
声
が
夜
空
に
響
く
。
天
に
向
け
て
伸
び
て
い
る
天
体
望
遠
鏡
か
ら
顔
を

離
し
、
下
を
見
る
。

「
あ
あ
。
我
等
の
夢
が
現
実
に
な
る
舞
台
…
…
」

ヒ
ュ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
…
…

女
性
の
首
に
巻
か
れ
て
い
た
マ
フ
ラ
ー
が
飛
ぶ
。

「
そ
の
舞
台
は
…
…
こ
こ
夜
桜
星
学
園
…
…
」

「
私
の
ク
ラ
ス
は
…
…
２
組
か
」

恋
姫
が
つ
ま
先
立
ち
で
掲
示
板
を
見
て
い
る
。

「
私
は
１
組
。
違
う
ク
ラ
ス
だ
ね
…
…
」

恋
姫
の
親
友
、
星
香
が
た
め
息
混
じ
り
に
呟
く
。
本
当
に
が
っ
か
り
し
て
い
る

様
だ
。

「
来
年
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
れ
る
と
良
い
ね
」

「
そ
う
だ
ね
。
来
年
も
違
う
ク
ラ
ス
だ
っ
た
ら
落
ち
込
む
ー
」

恋
姫
と
星
香
の
周
り
に
は
、
沢
山
の
人
が
い
る
。
と
い
う
よ
り
、
掲
示
板
の
周

り
に
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
る
の
は
全
員
中
学
１
年
生
。
４
月
６
日
の
朝
は
、
ど
の
学
年
も
掲
示

板
の
周
り
に
集
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

全
員
、
自
分
の
ク
ラ
ス
を
確
か
め
に
来
た
の
だ
。

夜
桜
星
学
園
は
、
敷
地
こ
そ
広
い
が
生
徒
が
少
な
く
、
多
く
て
も
２
ク
ラ
ス
し

か
な
い
。

恋
姫
の
瞳
に
、
あ
る
１
人
の
男
子
が
映
っ
た
。

め

「
あ
、
周
人
！
　
何
組
だ
っ
た
？
」

周
人
の
周
り
に
い
る
の
は
、
男
子
で
は
な
く
女
子
だ
っ
た
。
沢
山
の
紙
を
手
に
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持
っ
て
い
る
。

ひ
く
人
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
恋
姫
は
す
っ
か
り
見
慣
れ
て
い
た
。

「
…
…
２
組
…
…
」

「
っ
て
事
は
同
じ
ク
ラ
ス
か
…
…
」

（
相
変
わ
ら
ず
周
人
は
モ
テ
て
る
な
ー
　
去
年
も
ラ
ブ
レ
タ
ー
貰
っ
て
た
気
が

す
る
）

周
人
は
無
口
で
必
要
な
事
し
か
喋
ら
な
い
が
、
顔
も
成
績
も
運
動
も
良
い
た
め
、

女
子
に
モ
テ
ま
く
っ
て
い
る
。

恋
姫
と
周
人
が
話
し
て
い
る
間
、
周
り
に
い
る
女
子
は
恋
姫
を
じ
っ
と
見
て
い

た
。

周
人
と
１
番
仲
が
良
い
の
は
、
（
男
子
を
入
れ
て
も
）
恐
ら
く
恋
姫
だ
ろ
う
。

恨
め
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
人
や
、
羨
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
女
子
も
い
る
。

「
中
学
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
ち
ゅ
う
も
ー
く
！
」

１
人
の
女
性
の
声
に
、
皆
が
反
応
す
る
。
声
の
主
は
、
中
等
部
の
教
師
の
服
を

着
て
い
た
。

「
１
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
初
等
寮
か
ら
中
等
寮
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
の
で
、
初
等
寮
に
あ
る
荷
物
を
中
等
寮
に
運
ん
で
下
さ
い
」

女
教
師
が
そ
う
言
う
と
、
「
え
ー
」
「
め
ん
ど
ー
」
と
い
う
声
が
飛
ん
で
来
た
。

「
め
ん
ど
く
さ
く
て
も
や
っ
て
下
さ
い
。
男
子
は
あ
の
先
生
に
、
女
子
は
私
に

寮
鍵
を
貰
い
に
来
て
下
さ
い
。

　
寮
鍵
の
番
号
が
自
分
の
部
屋
と
い
う
の
は
解
っ
て
る
わ
よ
ね
。
寮
パ
ー
ト
ナ

ー
に
な
り
た
い
人
と
一
緒
に
来
て
ね
」

「
ふ
う
…
…
や
っ
と
自
由
時
間
。
腕
が
疲
れ
た
～
」

今
は
午
後
３
時
２
７
分
。
恋
姫
と
星
香
は
中
庭
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
休
憩
中
。

「
明
日
か
ら
本
当
の
が
っ
…
…
」

「
恋
姫
、
星
香
、
久
し
ぶ
り
！
」

恋
姫
の
言
葉
を
遮
っ
た
の
は
、
肩
よ
り
少
し
長
い
髪
の
少
女
。
そ
の
少
女
は
、

周
人
の
妹
芽
衣
。
周
人
と
一
緒
に
い
る
。

「
確
か
１
か
月
ぶ
り
…
…
芽
衣
、
そ
の
袋
は
？
」
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芽
衣
は
右
手
に
何
か
が
入
っ
た
袋
を
持
っ
て
い
る
。

「
あ
、
こ
れ
？
　
ク
ッ
キ
ー
焼
い
て
み
た
の
。
周
人
と
一
緒
に
食
べ
よ
う
と
思

っ
て
…
…
」

「
…
…
一
緒
に
食
べ
る
か
？
」

「
で
、
で
も
…
…
芽
衣
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
ん
じ
ゃ
…
…
」

星
香
が
顔
を
少
し
赤
く
さ
せ
な
が
ら
尋
ね
る
。

（
星
香
…
…
あ
れ
じ
ゃ
周
人
が
好
き
っ
て
ば
れ
ば
れ
だ
よ
。
で
も
周
人
は
こ
う

い
う
の
だ
け
鈍
感
な
ん
だ
よ
ね
）

「
ま
あ
確
か
に
周
人
と
食
べ
る
と
こ
だ
っ
た
け
ど
…
…
今
度
で
い
っ
か
！
　
伝

え
た
い
事
も
あ
っ
た
し
」

「
伝
え
た
い
事
？
」

３
人
が
不
思
議
な
顔
を
す
る
。

「
と
り
あ
え
ず
、
憩
い
の
場
に
行
こ
う
」

憩
い
の
場
は
、
中
庭
に
４
か
所
あ
る
人
気
の
場
所
。
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、

女
子
が
良
く
お
茶
会
を
開
く
。

１
行
は
、
憩
い
の
場
へ
向
か
っ
た
。

「
あ
、
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
れ
」

芽
衣
の
手
の
平
に
は
、
小
さ
な
黒
い
石
が
あ
っ
た
。
少
し
光
っ
て
い
る
。

「
触
っ
て
み
て
」

恋
姫
が
恐
る
恐
る
触
れ
て
み
る
と
、
黒
く
光
り
輝
い
た
。
が
、
数
秒
で
元
の
輝

き
に
戻
っ
た
。

「
初
等
部
の
図
書
室
で
見
つ
け
た
の
。

　
中
か
ら
時
の
力
を
感
じ
た
か
ら
、
時
使
い
が
触
れ
る
と
異
変
が
起
こ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
て
」

こ
こ
に
い
る
４
人
は
全
員
時
使
い
。
時
使
い
と
は
…
…
世
界
観
を
見
て
ほ
し
い
。

し
か
し
、
芽
衣
は
「
特
殊
な
」
時
使
い
だ
。
時
の
力
は
無
い
が
、
時
の
波
紋
を

探
し
出
せ
る
。

芽
衣
が
触
れ
て
も
異
変
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
時
の
力
が
無
い
か
ら
だ
ろ

う
。
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「
…
…
指
紋
に
も
関
係
が
あ
る
…
…
」

周
人
の
言
葉
に
、
恋
姫
は
は
っ
と
し
た
。

「
そ
う
い
え
ば
…
…
私
が
触
れ
た
時
、
紋
が
見
え
た
。
今
思
え
ば
、
あ
れ
は
指

紋
か
も
。
い
や
、
絶
対
に
」

「
じ
ゃ
あ
何
で
、
そ
ん
な
複
雑
な
物
が
…
…
？
」

星
香
の
問
い
に
、
誰
も
答
え
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
長
い
沈
黙
が
訪
れ
た
。

そ
の
時
、
誰
か
が
４
人
の
方
に
近
づ
い
て
来
た
。

「
貴
方
は
―
―
―
―
」

「
何
を
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
？
」
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第
１
話
　
黒
い
石
（
後
書
き
）

更
新
の
ペ
ー
ス
が
遅
い
…
…

あ
、
こ
ん
ば
ん
わ
。
そ
れ
と
も
こ
ん
に
ち
は
？

第
１
話
で
す
ね
ー

最
初
の
８
行
の
意
味
で
す
が
、
後
々
解
っ
て
来
ま
す
＾
＾

ち
な
み
に
「
４
月
６
日
の
朝
は
（
以
下
省
略
）
」
と
い
う
文
が
あ
り
ま
す
よ
ね
？

な
ぜ
４
月
６
日
か
と
い
う
と
、
夜
桜
星
学
園
の
１
学
期
初
日
は
４
月
６
日
な
の

で
す
。

入
学
式
も
あ
り
ま
せ
ん
。

お
ま
け
、
初
等
寮
と
中
等
寮
は
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

最
後
の
謎
の
人
物
の
正
体
は
、
次
回
を
見
て
下
さ
い
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

時使い戦記～学園と時を巡る物語～
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